
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【採用予定日】 平成２３年４月１日 

 

【応募資格】 平成 23 年実施の医師国家試験を受験し、医師免許取得見込みの者 

 

【応募手続】  

（１）応募書類  ・履歴書（別紙様式・写真添付） 

         ・受験申込書（別紙様式） 

         ・卒業見込証明書（新卒）又は 卒業証明書（既卒） 

 

（２）提出先    〒605‐0981 京都市東山区本町 15 丁目 749 番地 

京都第一赤十字病院 人事課 宛 

 

（３）応募期間    平成２２年８月１２日（木）まで（必着） 

 

【研修方式】 京都第一赤十字病院を基幹型研修病院とした病院群で研修を行う。 

       協力型病院での研修は、原則として宇治黄檗病院における精神科２週間とする。 

 

【研修プログラム】 

       次のプログラムから定員の範囲内で、研修コースの選択ができる。 

        （Ａ）総合診療・内科コース  （定員８名） 

        （Ｂ）小児・成育医療コース  （定員３名） 

        （Ｃ）感覚器・運動器コース  （募集なし） 

京都第一赤十字病院 研修医師募集要項 

【募集職種】  研修医師 

【募集人員】  １５名（確定） 

【試 験 日】  平成２２年８月２９日（日） 

※ 受験票・試験日の案内を応募期間終了後、別途送付 

【選考方法】  筆記試験（学科試験、小論文）、面接 

        ※ マッチングにより最終決定を行う 

【説 明 会】  ・日時 ： 平成２２年７月３日（土） １３時００分～１５時００分頃 

        ・場所 ： 京都第一赤十字病院 基幹災害医療センター２階研修室（別図参照）

         ※ 事前申込不要です 



        （Ｄ）総合診療・地域医療コース（募集なし） 

        （Ｅ）総合診療・外科コース  （定員４名） 

 

【 待 遇 】 

（１）勤務時間   ８時３０分 ～ １７時０６分 

（２）休日等   ・土曜日、日曜日（週休２日制） 

・国民の祝日 

・年末年始（12 月 29 日から 1月 3日まで） 

・創立記念日 

（３）有給休暇   ・年次有給休暇  6 ヶ月勤務後に 10 日間 

・特別有給休暇  結婚、忌服、夏休 

（４）研修手当   ・月手当（平成 22 年 4 月採用者実績） 

            １年次 234,000 円   ２年次 246,000 円 

・副直（宿日直）手当   

１年次 12,000 円／回  ２年次 20,000 円／回 

・住居手当  最高 27,500 円まで該当者に支給 

・夏期及び年末には、謝礼として、それぞれ 150,000 円支給 

（５）社会保険   健康保険、厚生年金保険、雇用保険、労災保険適用 

（６）その他    ・学会出張時に、１名あたり年間 74,000 円の範囲内で旅費を支給 

          ・宿舎あり（有料、ワンルームマンション 部屋数に制限あり） 

 

 

 

 

【連絡先】 

〒605-0981 

京都市東山区本町 15 丁目 749 

京都第一赤十字病院 人事課 

℡ 075-561-1121（内線 3202） 

E-mail syokuinka@kyoto1-jrc.org 

 

 



履　歴　書

性別

男・女

平成　　年　　月　　日現在

ふりがな

氏　名

写真貼付け欄

（３cm×４cm）

３ヶ月以内に撮影したも

ので、脱帽上半身正面像

のこと。

〒　　　－

現住所

電話

生年月日 　　　　　　　年　　　月　　　日生　（満　　　歳）

ふりがな 電話

市外局番（　　　　　）

（　　　　　　方呼出）

　　　　―

写真貼付け欄

（３cm×４cm）

３ヶ月以内に撮影したも

ので、脱帽上半身正面像

のこと。

〒　　　－

ふりがな 電話

連絡先

市外局番（　　　　　）

　　　　―

（　　　　　　方呼出）

（現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入）

年 月 学歴・職歴



 志望動機

 氏名

 得意な科目及び研究課題

 クラブ活動（スポーツ・文化活動等）

 趣味・特技

扶養家族数
(配偶者除く)

 長所

配偶者

配偶者の扶養義務

※　有・無

※　有・無

(配偶者除く)

人

長所

※　有 無

免許・資格年 月

記入上の注意　※印のところは、該当するものを○で囲む。



京都第一赤十字病院研修医師採用試験受験申込書 

ふりがな  

性別 男・女 

氏  名  

生年月日  昭和     年     月     日 

最終学歴 

           大学           学部 

                     卒 業 

     年    月    日      

                     卒業見込 

現住所 

〒 

 

 

☎ 携帯 

E-mail 

      ※ 

受験票送付先 

〒 

 

   ☎ 

研修を志望する 

プログラム 

（希望順に記入）

第１希望  

第２希望  

第３希望  

※ 応募締切り後に発送予定です。確実に受け取れる連絡先を記入して下さい。 

 

関係書類を添えて、受験申し込みいたします。 

 
平成   年   月   日 
 
京都第一赤十字病院 
院長 依 田 建 吾 様 
 

氏 名                   印 



基幹災害医療センター案内図

　　北

     ２階 研修室

  

患者様用
立体駐車場

〒

  ●

●

 救急車

　　入口

東福寺駅

基幹災害医療センター

本館正面入口

東
福
寺
バ
ス
停



コースに共通する基本的な考え方

＊ １年次は必修科目、選択必修科目を中心にローテートし、行動目標達成のため幅広く

知識技能および医療人としての態度を学ぶ。

＊ ２年次はコース別に専門性を加味しているが、できるだけ選択期間を設けており、

専門医を養成するプログラムでなく、個々のニーズに応じ幅広い研修ができること

を目指している。

（Ａ） 総合診療内科コース：（定員８名）

特徴：

１年次 ･･･ 内科：６ヶ月　救急：３ヶ月

本コース必修：麻酔 ２ヶ月

選択（Ａ）：全科を対象に１ヶ月

２年次 ･･･ 必修科目：地域医療１ヶ月

選択必修科目：精神２週間

　　 本コース必修：小児科１ヶ月

選択（Ａ）：全科を対象に６.５ヶ月

選択（Ｂ）：循環器、呼吸器、神経内科、消化器、血液、

　　　　　　総合内科（糖尿・内分泌・リウマチ等）から３ヶ月

（例）

4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年次 内科 救急 麻酔 選択(A)

2年次 地域医療 精神 小児 選択（Ｂ）

コースの特徴と研修例

5月

選択（Ａ）

　１年次は必修科目、選択必修科目を中心として、内科・救急・麻酔科・選択
Ａ（主として外科）をローテートし、臨床医としての基礎を構築する。
　２年次は必修として地域医療・精神・小児科のほか、内科系選択３ヶ月を設
けているのが特徴である。また、全科を対象とした選択期間も６.５ヶ月設け
ており、個々のニーズに応じ幅広い知識と技能が得られるよう配慮されてい
る。



（Ｂ） 小児・成育医療コース：（定員４名）

特徴：

１年次 ･･･ 内科：６ヶ月　救急：３ヶ月

選択：全科を対象に３ヶ月

２年次 ･･･ 必修科目：地域医療１ヶ月

選択必修科目：精神２週間

　　 本コース必修：小児科２ヶ月、産婦人科２ヶ月

選択：全科を対象に６.５ヶ月

（例）

4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年次 内科 救急

2年次 地域医療 精神 小児 産婦人

（Ｃ）感覚器・運動器コース：（募集なし）

特徴： ２年次の選択科目は感覚器・運動器を選択する。

本コースは、感覚器・運動器のプライマリケアというべきコースで感覚器・運動

器から２科目以上を、他に全科を対象に２ヶ月選択する。

あくまでも一般医養成が主目的で専門家を養成するコースではない。

１年次 ･･･ 内科：６ヶ月　外科：３ヶ月　救急１ヵ月・麻酔：２ヶ月

２年次 ･･･ 必須研修科目：各１ヶ月　計４ヶ月

　　 本コース必修：眼科、耳鼻科、皮膚科、脳外科、整形外科、神経内科を対

　　　　　　　象に２科目、１科２ヶ月以上、計６ヶ月。

選択：全科を対象に２ヶ月

（例）

4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年次 救急 内科 麻酔 外科

2年次 精神 産科 小児 感覚・運動器：２科、２ヶ月以上選択 地域 選択

選択

選択

5月

5月

　１年次は必修科目、選択必修科目を中心として、内科・救急・選択（主とし
て外科、麻酔科）をローテートし、臨床医としての基礎を構築する。
　２年次は必修として地域医療・精神のほか、小児科２ヶ月・産婦人科２ヶ月
としているのが特徴である。また、全科対象とした選択期間も６.５ヶ月設け
ており、個々のニーズに応じ幅広い知識と技能が修得できるよう配慮されてい
る。



（Ｄ）総合診療地域医療コース：（募集なし）

特徴： 将来、総合診療専門医が確保できれば、全員が本コース類似な研修を行うのが理

想である。２年次の精神科以外を２ヶ月とし、仮に３年次、無医地区に行っても

最低限の救急処置が一人でできるよう配慮している。

さらに地域医療では医師会所属診療所で日常良く遭遇する疾患・病態を、総合診

療においては特殊診療科の日常外来を可能な限り経験し、８８項目全ての疾患・

病態を経験することを目標としている。

１年次 ･･･ 内科：６ヶ月　外科：３ヶ月　救急・麻酔：３ヶ月

２年次 ･･･ 必須研修科目：精神科１ヶ月、その他２ヶ月　計７ヶ月

　　 選択：総合診療を考慮し自由に選択　５ヶ月

（例）

4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年次 内科 救急・麻酔 内科 外科

2年次 小児科 地域 総合診療 精神

（Ｅ） 総合診療外科コース：（定員４名）

特徴：

１年次 ･･･ 内科：６ヶ月　救急：３ヶ月　麻酔：２ヶ月

本コース必修：麻酔 ２ヶ月

選択（Ａ）：全科を対象に１ヶ月

２年次 ･･･ 必修科目：地域医療１ヶ月

選択必修科目：精神２週間

　　 本コース必修：外科２ヶ月

選択（Ａ）：全科を対象に６.５ヶ月

選択（Ｂ）：外科系から２ヶ月

（例）

4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年次 内科 救急 麻酔 選択(A)

2年次 地域医療 精神 外科 選択（Ｂ）

5月

選択（Ａ）

5月

産婦人科

　１年次は必修科目、選択必修科目を中心として、内科・救急・麻酔科・選択
Ａ（主として外科）をローテートし、臨床医としての基礎を構築する。
　２年次は必修として地域医療・精神のほか、外科２ヶ月、外科系選択２ヶ月
としているのが特徴である。また、全科対象とした選択期間も６.５ヶ月設け
ており、個々のニーズに応じ幅広い知識と技能が修得できるよう配慮されてい
る。




